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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
五
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
区

域
の
変
更
及
び
存
続
期
間
の
更
新

、
同
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期

）

間
の
更
新
及
び
区
域
の
表
示
の
変
更
）
及
び
同
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
七
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
存

続
期
間
の
更
新
）
で
告
示
し
た
次
の
鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
区
域
の
表
示
を
変
更
す
る
と

と
も
に
存
続
期
間
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

名
称

日
応
寺
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

岡
山
市
北
区
日
応
寺
地
内
に
お
い
て
、
市
道
日
応
寺
山
上
線
と
市
道
石
妻
八
号
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
て
、
同
市
道
を
北
東
進
し
て
市
道
日
応
寺
三
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
進
し
て
市
道
日

応
寺
二
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
て
市
道
日
応
寺
三
四
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
て

平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
の
市
町
村
合
併
前
の
旧
岡
山
市
と
旧
御
津
町
と
の
旧
市
町
境
に
至
り
、

同
旧
市
町
境
を
南
東
進
し
て
旧
主
要
地
方
道
妹
尾
御
津
線
に
至
り
、
同
旧
主
要
地
方
道
を
南
西
進
し

て
市
道
日
応
寺
四
六
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て
市
道
日
応
寺
四
〇
号
線
に
至
り
、
同
市
道

を
南
西
進
し
て
主
要
地
方
道
妹
尾
御
津
線
に
至
り
、
同
主
要
地
方
道
を
南
西
進
し
て
市
道
日
応
寺
山

上
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前

「

県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

吉
備
高
原
鳥
獣
保
護
区

二

区
域
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加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
部
地
内
に
お
い
て
、
国
道
四
八
四
号
と
町
道
鬼
突
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
て
、
同
町
道
を
南
東
進
し
て
主
要
地
方
道
岡
山
賀
陽
線
に
至
り
、
同
主
要
地
方
道
を
東
進
し
て
加

賀
郡
吉
備
中
央
町
と
岡
山
市
と
の
市
町
境
に
至
り
、
同
市
町
境
を
南
西
進
し
て
妙
見
山
山
頂
及
び
黒

ヶ
岳
山
頂
を
経
由
し
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
の
市
町
村
合
併
前
の
旧
加
茂
川
町
と
旧
賀
陽
町
と
の

旧
町
境
に
至
り
、
同
旧
町
境
を
北
進
し
て
鳴
滝
湖
を
経
由
し
、
国
道
四
八
四
号
に
至
り
、
同
国
道
を

東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前

「

県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

玉
野
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

玉
野
市
槌
ケ
原
地
内
に
お
い
て
、
国
道
三
〇
号
の
深
山
公
園
入
口
を
起
点
と
し
て
、
同
国
道
を
東

進
し
て
主
要
地
方
道
倉
敷
玉
野
線
に
至
り
、
同
主
要
地
方
道
を
南
進
し
て
同
市
築
港
地
内
に
お
い
て

国
道
三
〇
号
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し
て
国
道
四
三
〇
号
に
至
り
、
同
国
道
を
南
西
進
し
て
主
要

地
方
道
玉
野
福
田
線
に
至
り
、
同
主
要
地
方
道
を
西
進
し
て
同
市
玉
原
地
内
の
志
池
上
流
の
玉
原
川

、

、

、

に
至
り

同
河
川
を
北
進
し
て
湯
谷
貯
水
場
を
経
由
し

尾
根
筋
を
北
進
し
て
林
道
深
山
線
に
至
り

同
林
道
を
北
進
し
て
同
林
道
起
点
に
至
り
、
同
起
点
か
ら
玉
野
市
霊
園
南
進
入
路
を
東
進
し
て
赤
松

池
南
端
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
池
東
岸
の
道
路
を
北
進
し
て
赤
松
大
橋
を
経
由
し
、
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前

「

県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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一

名
称

遙
照
山
・
竹
林
寺
山
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

浅
口
市
と
小
田
郡
矢
掛
町
と
倉
敷
市
と
の
市
町
境
を
起
点
と
し
て
、
同
起
点
か
ら
南
進
し
て
浅
口

市
金
光
町
阿
坂
地
内
に
お
い
て
標
高
二
六
一
・
七
メ
ー
ト
ル
山
頂
の
鳥
獣
保
護
区
制
札
に
至
り
、
同

制
札
か
ら
西
進
し
て
藤
岩
上
池
堤
防
東
詰
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
南
西
進
し
て
藤
波
下
池
堤
防
西
詰

に
至
り
、
同
地
点
か
ら
北
西
進
し
て
上
原
下
池
堤
防
西
詰
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
北
西
進
し
て
主
要

地
方
道
矢
掛
寄
島
線
に
接
す
る
林
道
大
峠
線
起
点
に
至
り
、
同
起
点
を
西
進
し
て
大
門
池
堤
防
南
詰

に
至
り
、
同
地
点
か
ら
北
進
し
て
国
立
天
文
台
岡
山
天
体
物
理
観
測
所
敷
地
一
号
杭
に
至
り
、
同
杭

か
ら
東
進
し
て
浅
口
市
と
小
田
郡
矢
掛
町
と
の
市
町
境
を
経
由
し
、
龍
王
池
堤
防
北
詰
に
至
り
、
同

地
点
か
ら
南
東
進
し
て
曜
星
池
堤
防
北
詰
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
南
東
進
し
て
鳥
獣
保
護
区
制
札
に

至
り
、
同
制
札
か
ら
浅
口
市
と
小
田
郡
矢
掛
町
と
の
市
町
境
を
北
東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
、
岡
山
県
備
中
県

「

民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
井
笠
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

成
羽
天
神
山
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

高
梁
市
成
羽
町
坂
本
地
内
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
の
市
町
村
合
併
前
の
旧
成
羽
町
と

旧
備
中
町
と
の
旧
町
境
と
市
道
上
光
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同
市
道
を
北
東
進
し
て
鳥
獣
保

護
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
か
ら
高
梁
川
下
流
森
林
計
画
区
高
梁
市
成
羽
町
の
七
一
林
班
と
七
二
林

班
と
の
林
班
界
を
南
進
し
て
尾
根
部
の
鳥
獣
保
護
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
か
ら
南
進
し
て
同
合
併

、

、

前
の
旧
成
羽
町
と
旧
備
中
町
と
の
旧
町
境
に
至
り

同
旧
町
境
を
西
進
し
て
天
神
山
山
頂
を
経
由
し

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
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三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
、
岡
山
県
備
中
県

「

民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
高
梁
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

蒜
山
国
立
公
園
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

真
庭
市
蒜
山
中
福
田
地
内
に
お
い
て
、
国
立
公
園
区
域
界
と
林
道
蛇
ヶ
乢
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
て
、
同
林
道
を
北
進
し
て
鳥
取
県
と
の
県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
東
進
し
て
市
道
畝
の
松
並
木
線

に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て
国
立
公
園
区
域
界
に
至
り
、
同
区
域
界
を
西
進
し
て
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
、
岡
山
県
美
作
県

「

民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
真
庭
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

毛
無
山
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

真
庭
郡
新
庄
村
田
浪
地
内
に
お
い
て
、
村
道
毛
無
山
線
終
点
か
ら
北
上
す
る
作
業
道
と
毛
無
山
登

山
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同
作
業
道
を
西
進
し
て
大
き
く
東
に
カ
ー
ブ
す
る
地
点
で
鳥
獣
保

護
区
特
別
保
護
地
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
か
ら
谷
筋
を
北
西
進
し
て
標
高
九
九
〇
メ
ー
ト
ル
付
近

で
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
か
ら
尾
根
筋
を
西
進
し
て
鳥
取
県
と
の
県
境

に
至
り
、
同
県
境
を
東
進
し
て
白
馬
山
山
頂
を
経
由
し
、
朝
鍋
鷲
ケ
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら

真
庭
郡
新
庄
村
と
真
庭
市
と
の
市
村
境
を
南
東
進
し
て
野
土
路
乢
に
至
り
、
同
乢
か
ら
国
立
公
園
区
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域
界
を
西
進
し
て
田
浪
地
内
に
お
い
て
同
区
域
界
上
の
鳥
獣
保
護
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
を
西
進

し
て
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
を
西
進
し
て
村
道
毛
無
山
線
終
点
か
ら
北

上
す
る
作
業
道
に
至
り
、
同
作
業
道
を
北
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
、
岡
山
県
美
作
県

「

民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
真
庭
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

加
茂
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

津
山
市
加
茂
町
河
井
地
内
に
お
い
て
、
一
般
県
道
加
茂
用
瀬
線
と
主
要
地
方
道
津
山
智
頭
八
東
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同
主
要
地
方
道
を
南
西
進
し
て
林
道
青
坂
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進

し
て
同
林
道
終
点
に
至
り
、
同
終
点
か
ら
尾
根
筋
を
西
進
し
て
標
高
六
四
二
・
七
メ
ー
ト
ル
の
山
頂

に
至
り
、
同
山
頂
を
北
西
進
し
て
標
高
七
八
七
・
二
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら
尾
根

筋
を
西
進
し
て
林
道
カ
バ
ケ
谷
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
て
山
道
に
至
り
、
同
山
道
を
北
進
し

て
林
道
美
作
北
線
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
の
市
町
村
合
併
前
の

旧
加
茂
町
と
旧
阿
波
村
と
の
旧
町
村
境
に
至
り
、
同
旧
町
村
境
を
南
進
し
て
林
道
青
坂
線
終
点
に
至

り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
林
道
木
ノ
口
線
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
て
市
道
西
谷
線
に
至
り
、
同

市
道
を
東
進
し
て
市
道
阿
波
一
九
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
進
し
て
一
般
県
道
加
茂
用
瀬
線
に

至
り
、
同
一
般
県
道
を
南
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
美
作

「

県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
存

続
期
間
の
更
新
及
び
区
域
の
表
示
の
変
更
）
で
告
示
し
た
次
の
鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
存

続
期
間
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

名
称

児
島
由
加
鳥
獣
保
護
区

二

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
中

「

県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

名
称

玉
野
鳥
獣
保
護
区
深
山
公
園
特
別
保
護
地
区

二

区
域

昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
告
示
第
千
四
号
（
鳥
獣
保
護
区
（
特
別
保
護
地
区
）
の
設
定
）
に
よ
り
設

定
し
た
玉
野
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
伊
達
池
東
端
の
特
別
保
護
地
区
制
札
を
起
点
と
し
て
、
同
制
札

か
ら
尾
根
筋
を
南
進
し
て
天
狗
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら
尾
根
筋
を
西
進
し
て
国
道
三
〇
号
を

経
由
し
、
尾
根
筋
を
西
進
し
て
新
池
に
至
り
、
同
池
か
ら
谷
筋
を
西
進
し
て
林
道
深
山
線
に
至
り
、

同
林
道
を
北
進
し
て
同
林
道
起
点
に
至
り
、
同
起
点
か
ら
玉
野
市
霊
園
南
進
入
路
を
東
進
し
て
赤
松

池
南
端
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
池
東
岸
の
道
路
を
北
進
し
て
赤
松
大
橋
に
至
り
、
同
橋
か
ら
谷
筋

を
東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

面
積

三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

四

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

五

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前

「

県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

成
羽
天
神
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

区
域

平
成
六
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
八
十
二
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
に
よ
り
設
定
し
た
成
羽
天
神

山
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
高
梁
川
下
流
森
林
計
画
区
高
梁
市
成
羽
町
七
二
林
班
イ
小
班
の
一
三
、
一

三

一
、
一
三

二
、
一
四
、
一
五
、
一
六
及
び
一
七
区
画
の
区
域

－
－
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三

面
積

三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

四

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

五

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
、
岡
山
県
備
中
県

「

民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
高
梁
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

名
称

毛
無
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

区
域

昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
告
示
第
千
四
号

に
よ
り

（
鳥
獣
保
護
区
（
特
別
保
護
地
区
）
の
設
定
）

設
定
し
た
田
浪
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
村
道
毛
無
山
線
終
点
か
ら
北
上
す
る
作
業
道
と
毛
無
山
登

山
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同
作
業
道
を
西
進
し
て
大
き
く
東
に
カ
ー
ブ
す
る
地
点
で
鳥
獣

保
護
区
特
別
保
護
地
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
か
ら
谷
筋
を
北
西
進
し
て
標
高
九
九
〇
メ
ー
ト
ル

付
近
で
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
か
ら
尾
根
筋
を
西
進
し
て
鳥
取
県
と

の
県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
東
進
し
て
白
馬
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら
尾
根
筋
を
南
進
し
て

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
制
札
に
至
り
、
同
制
札
を
西
進
し
て
村
道
毛
無
山
線
終
点
か
ら
北
上

す
る
作
業
道
に
至
り
、
同
作
業
道
を
北
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

面
積

一
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

四

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

五

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
、
岡
山
県
美
作
県

「

民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
真
庭
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

名
称

大
滝
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

二

区
域

備
前
市
伊
部
地
内
に
お
い
て
、
鬼
ヶ
城
池
堤
を
起
点
と
し
て
、
同
起
点
か
ら
尾
根
筋
を
西
進
し
て

医
王
山
山
頂
を
経
由
し
、
宮
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら
尾
根
筋
を
南
進
し
て
特
定
猟
具
使
用
禁

止
区
域
（
銃
）
制
札
を
経
由
し
、
西
進
し
て
市
道
香
登
二
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
て
特
定

猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）
制
札
を
経
由
し
、
尾
根
筋
を
西
進
し
て
国
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
北
進
し
て
赤
磐
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
て
国
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
東
進
し
て
和
気
郡
和
気
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
進
し
て
特
定
猟
具
使
用
禁
止

区
域
（
銃
）
制
札
を
経
由
し
、
谷
筋
を
南
進
し
て
林
道
鬼
ヶ
城
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
進
し
て
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

面
積

三
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

四

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

五

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

一

名
称

臥
牛
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

二

区
域

高
梁
市
川
端
町
地
内
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
小
高
下
踏
切
を
起
点
と
し
て
、
同
鉄
道
線
を
北
進

し
て
幡
見
川
鉄
橋
に
至
り
、
同
橋
か
ら
幡
見
川
を
南
進
し
て
今
津
山
と
大
松
山
の
間
の
切
通
し
に
至

り
、
同
地
点
か
ら
臥
牛
山
国
有
林
と
の
境
界
の
小
高
下
西
川
を
南
進
し
て
城
見
橋
を
経
由
し
、
市
道

本
町
松
山
城
線
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
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三

面
積

一
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

四

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

五

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

一

名
称

津
山
弥
生
住
居
跡
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

二

区
域

津
山
市
沼
地
内
に
お
い
て
、
市
道
東
津
山
城
東
六
四
号
線
と
宮
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同

河
川
を
北
進
し
て
同
市
一
宮
地
内
に
お
い
て
横
野
川
に
至
り
、
同
河
川
を
北
進
し
て
野
辺
橋
を
経
由

し
、
市
道
東
一
宮
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
て
市
道
東
苫
田
一
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進

し
て
市
道
紫
保
井
下
横
野
線
を
経
由
し
、
市
道
東
苫
田
四
四
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
て
農

道
作
州
街
道
一
号
線
を
経
由
し
、
市
道
勝
部
下
横
野
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て
一
般
県
道
大

篠
津
山
停
車
場
線
に
至
り
、
同
一
般
県
道
を
南
進
し
て
市
道
東
津
山
城
東
六
四
号
線
に
至
り
、
同
市

道
を
南
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三

面
積

四
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

四

存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

五

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器
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